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　東京帝国大学（現東京大学）の参考品

として制作され、現在日光来照宮宝物殿

（日光市山内2280）に保管され、作者不

明だった陽明門の模型は、壬生出身の日

光堆朱三代目・人見城民が彫刻を手掛け

たことが明らかになりました。

　この模型は、帝国大学が日本を代表す

る建造物を学術的に永久保存する意味

で、原型を1 /20に縮小し、当時それぞ

れの分野で優秀な者を集めて制作された

ものです。

　この機会に是非、東照宮宝物殿にて

「人見城民作・日光陽明門」をご覧くだ

さい。

-

〔W65/D55/H58センチ〕

日光東照嘉保管の模型

陽明門は人見賊民作

発行壬生町役場　編集総務部企画財政課広報広聴係　毎月巧日発行　稲21-0292栃本県下都賀郡壬生町通馴2番22号　�0282-8リ814



シリーズ介護保険制度第3回

／
－

⑤

２

心

介護保険制勝加緬辿勢1ります

～要介護認定の申請は平成11年10月から～

介護保険ではどのようなサービスが利用できるのでしょう？

くくます、自宅にいて利用できるサービスについて、ご説明します》

認定された要介護度に応じて、１ヵ月あたりの介護保険から受けられる給付の限度額が決まり

　ます。（限度額は、平成12年２月頃決まる予定です）

　本人の希望や家庭の状況に応じて、左記の居宅サービスを組み合わせた介護サービス計画に基

　づき、サービスを利用します。利用したときは、原則的にかかった費用の９割が介護保険でま

　かなわれ、↓割が自己負担となります。

匹自己負担した１割について、所得等に応じて上限が設けられる予定です。

　《次に、施設に入所した場合について:、ご説明します》

☆要介護認定で「要介護１～５」に認定された方のみ、施設への入所ができます。

11認定された要介護度に応じて、１ヵ月あたりの介護保険から受けられる給付限度額が決まりま

　す。（要介護度ごとの限度額は、平成12年２月頃決まる予定です）

ニ入所している方の身心の状態に応じて、施設介護サービス計画を作成し、サービスを提供しま

　す。

UI原則的に、介護保険での給付にかかった費用の１割と、食費が自己負担となりますが、その自

　己負担した１割が一定の上限（所得等に応じて、上限が設けられます）を超えたとき、介護保

　険から払い戻されます。

年施設入所を希望する場合、下記の３種類の施設から選択します。

介護保険の対象となる施設

指定介護老人福祉施設　　　　　　日常生活で常に介護が必要で、在宅での

　（今までの特別養護老人ホーム）　適切な介護が困難な場合に人所

ﾀﾞ賢次器皿回）　ﾉﾆﾌﾞ宋白に犬に

介護療養型医療施設　　　　　　　万ﾂUにわたる療養や介護が必要な場合



★要介護認定で、「要支援」または「要介護」と認定された方は、本人の

　住まいを拠点として、下記のサービスが利用できます。

●家庭を訪問するサービス

　　訪問介護(ホームヘルプサーピス)……ホームヘルパーが家庭を訪問して、介護や家事などの

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　身の回りの援助をする。

　　訪問入浴サービス………………………巡回入浴車で家庭を訪問しての入浴介護。

　　訪問看護サービス………………………主治医の指示により、看護婦や保健婦が家庭を訪問し、

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　看護支援する。

　　訪問リハビリテーション………………主治医の判断にもとづき、理学療法士・作業療法士が

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　家庭を訪問し、機能回復訓練をする。

　　医学的管理療養などのサービス………医師・歯科医師・薬剤師などが家庭を訪問し、療養上

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　の管理や指導をする。

●日帰りで通うサービス

　　通所介護（ディサービス）……………ディサービスセンターなどで食事・入浴・機能訓練を

　　　　　　　　　　　　　　　　　　する。

　　通所リハビリテーション………………主治医の判断にもとづき、介護老人保健施設・医療機

　　　　　　　　　　　　　　　　　　関等に通い、日帰りで機能回復訓練をする。

●施設ヘー週間程度入所するサービス

　　ショートスティ(短期入所サービス)…介護を必要とする高齢者などを、介護施設で短期間介

　　　　　　　　　　　　　　　　　　護する。

●福祉用具の貸与、購入や住宅の改修

　　福祉用具の購入…………………………福祉用具のうち、貸与になじまない入浴や排泄のため

　　　　　　　　　　　　　　　　　　の用具の購入。

　　福祉用具の貸与…………………………車いすや特殊ベッドなどの福祉用具の貸与。

　　住宅改修費の支給………………………家庭での手すりの取り付けや段差の解消などの、小規

　　　　　　　　　　　　　　　　　　模な改修の費用を支給する。

●その他

　　痴呆の要介護者のためのグループホーム……共同生活を送る痴呆性高齢者に対する介護。（要支援

　　　　　　　　　　　　　　　　　者は対象外です）

　　有料老人ホームなどでの介護…………有料老人ホームなどでの介護サービスも、介護保険の

　　　　　　　　　　　　　　　　　対象になる。

☆介護保険は、介護が必要になっても、できる限り住み慣れた自宅で自立した生活ができるよう、福祉・

　保健・医療サービスが総合的に受けられる仕組みをめずしています。

⑩次回は「保険料について」を掲載します。

　搾介護保険制度について、研修をご希望の団体は、人数の多少にかかわらずご相談ください。

３

ｊ

-

このコーナーに問する問い合わせは、民生部介護保険推進室へ　�81 － 1876 ・ 1877
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快
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レ
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は
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年
以
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に

　
公
共
下
水
道
が
完
成
し
使
用
が
で
き

る
よ
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に
な
る
と
、
処
理
区
域
内
の
ご

家
庭
で
は
、
汚
水
を
直
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公
共
下
水
道

へ
流
す
た
め
の
「
排
水
設
備
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を
つ
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っ

て
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た
だ
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こ
と
に
な
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ま
す
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ま
た
、
ト
イ
レ
は
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公
共
下
水
追
加

使
用
で
き
る
よ
う
に
な
っ
た
日
か
ら
３

一 一排水設備の設置例

年
以
内
に
、
公
共
下
水
道
に
直
接
流
す

水
洗
ト
イ
レ
に
改
造
し
な
け
れ
ば
な
り

ま
せ
ん
。
（
下
水
道
法
弟
ぃ
１
１
条
の
３
）

　
な
お
、
処
理
区
域
内
で
は
、
水
洗
ト

イ
レ
に
し
な
い
と
家
屋
を
新
築
す
る
こ

と
が
で
き
ま
せ
ん
（
建
築
基
準
法
弟
3
1

条
）
の
で
、
ご
注
意
く
だ
さ
い
。みんなの下水道です。大切に正しく使いましょう。

宅地内の排水設備は、使用者が維持管理することになり

ます。分流式の下水道で堰ので、汚水管には、ぜったい

雨水を入れないでください。

％

　ｔ

　トイレにものを流さない

　トイレットペーパー以外のものを絶対

流さないでください。新聞紙やビニール

なごは水に溶けません。これくらいは、

％

　ｔ

　油を流さない

　料理のあとの油類は、紙でふきとって

ゴミといっしよに捨てましよう。石けん

l'iEiiiiぷ
　家庭の生コミは必ずゴミ箱へ、排水管

がつまる原因／

という気持ち

がつまりのも

と。トイレは

つまると修理

するのが大変

です。

と水と油が化

合すると凝固

して、下水道

管をつまらせ

ます。

●
　４

｜

①＝＝②－㎜偏■Ｉ③－皿－■■･峰④4･⑤⑥●峰⑦

排
水
設
備
工
事
の
事
務
手
続
き

依
頼
者
は
「
指
定
工
事
店
」
に
直
接
工
事
の
中
し
込
み
を
し
ま
す
。

回
指
定
工
事
店
が
現
地
調
査
、
設
計
、
見
積
り
を
し
ま
す
か
ら
便
器
の
種
類
、
施
工
方
法
、
費
用
、

　
支
払
い
条
件
な
ど
を
十
分
に
打
合
わ
せ
を
し
て
下
さ
い
。
そ
の
後
契
約
す
る
こ
と
と
な
り
ま
す
。

「
指
定
工
事
店
」
は
工
事
の
確
認
申
請
書
を
作
成
し
、
町
に
提
出
し
ま
す
。
。

づ
書
類
の
作
成
、
提
出
は
指
定
工
事
店
が
代
行
し
ま
す
。

白
確
認
申
請
書
に
は
、
依
頼
者
の
押
印
が
必
要
で
す
。

町
で
は
、
申
請
書
を
も
と
に
施
工
方
法
が
適
正
か
ど
う
か
を
審
査
し
て
工
事

の
許
可
を
し
ま
す
。

ご
審
査
に
合
格
す
る
と
、
工
事
計
画
確
認
書
が
交
付
さ
れ
ま
す
。

・
確
認
を
受
け
た
あ
と
で
な
け
れ
ば
、
工
事
に
着
手
で
き
ま
せ
ん
の
で
ご
注
意
く
だ
さ
い
。

「
指
定
工
事
店
」
は
工
事
に
着
手
し
ま
す

ペ
ト
イ
レ
、
台
所
、
浴
室
な
ど
の
排
水
口
か
ら
公
共
ま
す
ま
で
の
間
の
排
水
管
や
ま
す
の
工
事
を
し

　
ま
す
。

三
既
設
便
槽
内
の
く
み
取
り
の
依
頼
は
指
定
工
事
店
と
相
談
し
、
便
槽
の
清
掃
、
消
毒
を
し
た
あ

　
と
土
砂
で
埋
め
ま
す
。
（
浄
化
槽
の
廃
止
も
同
様
で
す
が
、
土
砂
の
埋
め
も
ど
し
は
必
要
に
応
じ

　
て
行
っ
て
く
だ
さ
い
。
）

乙
水
洗
ト
イ
レ
の
便
器
と
給
水
タ
ン
ク
を
据
え
つ
け
、
給
水
管
の
配
管
を
行
い
ま
す
。

’
工
事
に
必
要
な
日
数
は
、
一
般
の
住
宅
の
場
合
２
～
３
日
ぐ
ら
い
で
す
。
そ
の
う
ち
、
ト
イ
レ
が

　
使
用
で
き
な
い
の
は
半
日
程
度
で
す
。

「
指
定
工
事
店
」
は
工
事
終
了
後
、
工
事
完
了
届
を
町
に
提
出
し
ま
す
。
・

町
は
工
事
完
了
届
に
よ
り
完
了
検
査
を
し
ま
す
　
検
査
に
合
格
す
る
と
検
査

済
証
を
交
付
し
ま
す
。

四
完
了
検
査
は
、
計
画
書
ど
お
り
に
工
事
が
行
わ
れ
た
か
ど
う
か
を
調
べ
る
も
の
で
す
。

一
完
了
検
査
の
と
き
、
工
事
の
手
直
し
を
し
て
い
た
だ
く
こ
と
が
あ
り
ま
す
。

　
検
査
済
標
は
、
玄
関
な
ど
の
見
や
す
い
と
こ
ろ
に
貼
っ
て
く
だ
さ
い
。

］
工
事
費
の
支
払
い
を
し
ま
す
。

申
請
者
（
依
頼
者
）
は
下
水
道
使
用
開
始
届
を
町
に
提
出
し
、
使
用
す
る
こ

と
が
で
き
る
よ
う
に
な
り
ま
す
。

工
事
不
良
が
原
因
で
発
生
し
た
故
障
は
、
施
工
後
１
年
以
内
に
限
り
施
工
者

が
無
償
で
修
理
し
ま
す
。

４



壬生町下水道排水設備指定工事店一覧表平成!伴6月1[]現在

工　事　店　名 住　　　　所 � 工　事　店　名 　　　住　　　　所

小山市大字羽川484番地４

�

㈱　水　　　　井 壬生町本丸二｣^目↓5番59ﾘ- 82－1165 ㈱　長　工　業 (0285)22－4804

㈲清水金物店 ク　中央町16番３号 82－0312 ㈱大森設備工業
宇都宮市汪曽島３丁目

　　　　　　　　798番地
(028)658－4100

犬　渕　工　業　㈱ 々　大字壬生丁130番地 82－0583

　　　　－　一一

82－2539

㈲　進　　　　光
宇都宮市下紙上町

　　　　　　　882番地12
(028)659－6241

㈱須永電機設備工業 ク　表町８番15号 ㈱　関　東　設　備
宇都宮Ilf弥生レジ目

　　　　　　　　７香３号
(028)637－1800

(0282)23－2525伊　藤　工　業　㈲ 々　大師町６番41号 82－0672 ㈱高橋製作所 栃木市城内町2－7－58

小　林　上　業　㈲ 々　大字安塚1029番地 86－0164 岡田設備工業㈲ 宇都宮市西川田町933－ 9 (028)658づ↓34

小田垣統合設備㈱ 々　本丸二丁目25番９号 82－0034 ㈲　末　広　設　備 真岡市長田457番地３ (0285)82－8235

遠　藤　工　栗　㈱ 々　大字安塚2042番地２ 86－0026 i㈲　タ　　テ　　ノ 国分寺町大字小金井132 (0285)44－0277

㈲松本管工設備 ク　元町８番24号 82－0877 (有)坂本電機設備工業 南河内町緑２丁目3290－1則（0285）44づ143

㈲斎藤設備工業 々　幸町二丁目20番５号　186－1336 ㈱青木設備工業 鹿沼市幸町１丁目6 －30 (0289)65一打28

㈲　壬　生　管　工 ク　大字壬生甲2323番地 82－3933 ㈱　小　牧　工　業
宇都宮市大和２丁目

　　　　　　　　12番23号
(028)658－1756

㈲東武住宅機器 々　大字安塚3343番地32 82－6620 犬　塚　産　業　㈱ 宇都宮市紙上町350番地18 (028)648－1518

俊工設備工業㈱ 々　本丸二丁目25番７号 82－3503

　　__

82－2265

㈱　渡　辺　管　工 小山市来間々田2－20－47 (0285)45一〇326

㈲馬場壁泉工業 々　大字藤井130番地 大　洋　設　備　㈱ 小山市島田102－1 (0285)37－0896

布　施　本　設　帽 ク　大字藤井245番地３ 82－55211 ㈱広野冷熱工業 宇都宮市宝本本町1140－70 (028)665－0200

㈲ｵﾉｻﾞｷﾘﾋﾞﾝｸﾞｻｰﾋﾞｽ ク　大字安塚924番地６ 86－0894 ㈱エム・プロダクト｜宇都宮市針ケ谷野1006 (028)653－6342

大橋電気商会 々　大字壬生甲3187番地 82－1519 ㈱　イ　マ　デ　ンｌ今市市吉沢410－6 (0288)22－↓770

㈱　江　田　創　設 々　大字七ツ石793番地 82－1021 ｜阿佐美工業㈱ 宇都宮市宝水本町1140－200 1（028）665－329↓

㈲　鳥　春　油　店 ク　大師町14番27号 82－0246 ㈱　ト　チ　ナ　ン 小山市大字乙女1339　　　1（0285）45－8352

小　林　設　働　㈲ 々　幸町四丁目２番13号　湧6－2932 大建設備工業㈱ 宇都宮市下栗町706－6 (028)656－3484

アーク住設㈲ 々　大字壬生丁51番地12　183－0296 侑）大　　　　垣 石橋町大字石橋597－9 (0285)53－0871

水洗便所改造資金の融資あっせん制度
　町では、公共下水道処理区域内の下水道の普及を促進するため、汲み取り便所を水洗便所へ改造するた

めに必要な資金を融資あっせんします。ご希望の方は、指定工事店へご相談ください。

項　　目 内　　　　　容

対象者

１．処理区域の建築物の所有者又は占盲者であること。

２．町民税及び固定資産税並びに受益者負担金を完納していること。

３．公共下水道処理開始から３年以内に改造工事を行う者。

4.確実な連帯保証人があること。

対象工事 処理区域内において、汲み取り便所を水洗便所に改造する工事及び排水管、排水桝工事等。

　万融資あっせんの申込みは、排水設備の計画確認申請の際提出してください。

　　･融資あっせんが審査の結果決定したときは、水洗便所改造資金斡旋決定通知書を送付しますので、金融機関へ手続きを行っ

　　てください。

　　　　　　　　　　　　　　　問合せ先　建設部下水道課�81 － 1858
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さ恥以辿lにさ包北征
分け方･出し方守って経費節減

一
世
帯
当
た
り
の
処
理
経
費
は

　
　
　
　
　
　
　
　
２
万
了
。
１
７
０
円

　
町
で
は
、
皆
さ
ん
の
家
庭
か
ら
ご
み

ス
テ
ー
シ
ョ
ン
に
出
さ
れ
た
ご
み
を
、

清
掃
セ
ン
タ
ー
で
処
理
し
て
い
ま
す
。

　
こ
の
ご
み
処
理
に
は
、
下
表
の
と
お

り
多
額
の
経
費
を
要
し
、
１
年
間
で
約

３
億
４
。
５
０
０
万
円
、
一
世
帯
当
た

り
で
２
７
。
↓
７
０
円
掛
か
っ
て
い
ま

す
。

　
皆
さ
ん
の
ご
協
力
で
ご
み
を
減
量
し
、

-

正
し
い
ご
み
の
分
け
方
・
出
し
方
で
、

施
設
の
機
械
設
俺
等
が
長
持
ち
し
、
さ

ら
に
、
焼
却
灰
を
埋
め
立
て
る
最
終
処

分
場
も
長
持
ち
ず
る
な
ど
、
経
費
の
節

減
に
な
り
ま
す
。

　
ま
た
、
４
月
か
ら
始
ま
っ
た
資
源
ご

み
収
集
で
、
再
資
源
化
を
進
め
て
ま
い

り
ま
す
の
で
、
皆
様
の
ご
協
力
を
お
願

い
い
た
し
ま
す
。

平成10年度ごみ処理経費

ｌｔ当たりの

ごみ処理経費

もえるごみ　　　　約18,200円

もえないごみ　　　約72,500円

ガラス・ビン類　　約49,200円

１世帯当たりの

ごみ処理経費

もえるごみ　　　　約16,500円

もえないごみ　　　約　8,670円

ガラス・ビン類　　約　2,000円

計　　　　約27,170円

１年間にかかる

ごみ収集・

　　　処理費用

もえるごみ　　約２億　950万円

もえないごみ　約１億1,0↓O万円

ガラス・ビン類　約2,540万円

計　　　約３億4,500万円

　
家
庭
用
ご
み
処
理
器
設
置
に
補
助
金

　
ご
み
減
量
化
推
進
事
業
の
一
環
と
し
て
、
町
で
は
「
生
ご
み
処
理

器
」
の
設
置
者
に
対
し
、
補
助
制
度
を
設
け
て
い
ま
す
。
多
く
の
家

庭
で
、
こ
の
ご
み
処
理
器
を
利
用
し
て
、
ご
み
の
減
量
に
ご
協
力
く

が
さ
る
よ
う
お
願
い
し
ま
す
。

　
家
庭
用
ご
み
処
理
器
設
置
事
業

　
　
　
　
　
　
　
　
補
助
金
交
付
制
度
に
つ
い
て

　
一
般
家
庭
で
「
生
ご
み
処
理
器
（
容
器
単
体
を
合
む
）
」
購
入
・

設
置
し
た
場
合
、
本
体
価
格
の
２
分
の
↓
を
補
助
し
ま
す
。
（
た
だ

し
、
限
度
額
が
あ
り
ま
す
。
）

限
度
額
（
１
器
に
つ
き
）
生
ご
み
処
理
器
　
２
５
。
０
０
０
円

問
合
せ
先
　
町
民
生
節
保
健
課
�
肌
－
１
８
３
４

　
　
　
　
清
掃
セ
ン
タ
ー
　
�
8
2
－
３
４
２
４

-

６



心

集
喚
籐
戮
だ
浬
一
致
昧
４
一
ｅ
旅
客
シ

８
。
１
９
０
人
が
環
境
美
化
キ
ャ
ン
ペ
ー
ン
を
展
開

秀句iに空き缶持ち俤り
77疸5
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清
掃
後
ゼ
ラ
ニ
ウ
ム
等
の
花
を
飾

り
ま
し
た
（
城
南
）

　
ゴ
ミ
ゼ
ロ
の
日
の
５
月
3
0
日
、
町
内

全
域
で
環
境
美
化
キ
ャ
ン
ペ
ー
ン
が
展

開
さ
れ
ま
し
た
。

　
各
地
の
主
要
道
路
等
で
空
き
缶
や
ゴ

ミ
の
収
集
、
清
掃
な
ど
に
町
内
7
2
自
治

会
を
は
じ
め
、
各
種
団
体
な
ご

８
。
１
９
０
人
が
参
加
し
て
行
わ
れ
、

今
年
は
４
・
８
９
ト
ン
の
ゴ
ミ
ガ
集
め

ら
れ
ま
し
た
。

　
ま
た
、
県
道
宇
都
宮
栃
木
線
壬
生
バ

イ
パ
ス
入
□
で
は
、
マ
イ
カ
ー
利
用
者

や
観
光
客
に
空
き
缶
の
持
ち
帰
り
及
び

不
法
投
棄
防
止
を
呼
び
か
け
ま
し
た
。

花だんのなかも清掃（落合）

空き缶類11,800個

その他　4.42トン

壬
生
小
の
児
童
も
キ
ャ
ン
ペ
ー
ン

に
協
力

-
匡湿 ヨ　　ー　　　－　ダ　　洵１　Ξ：　；Ｅ

彗　器　゜　　謳　　　・

８月は、平成10年中に個人で事業を営まれていた方に、個人事業税が課税されます。

納める額は、原則として所得から290万円を引いた金額に次の税率を乗じた金額となります。

区　　分 事　業　の　種　別 税　　率

第一種事業 販売業、製造業、運送業、飲食業等 所得×５／士00

第二種事業 畜産業、水産業、薪炭製造業 所得×４／士00

第三種事業
医業、弁護士業、理美容業等 所得×5 /100

助産婦業、あんま、はり、きゅう等 所得×3 /100

　１期分の納期限は８月31日ですので、最寄りの金融機関で納付してください。

　２期分の納付書は、11月上旬に発送となります。

　なお、口座振替による納税を希望される方は、今年度の２期分（11月）からご利用になれますの

で、お取引先の金融機関で手続きをお願いします。

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　問合せ先　栃木県栃木県税事務所

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　個人事業税担当　�23－3411

７



″
ク
ィ
ズ
ｒ
邪
小
鉢
に
淑
工

　
北
小
林
地
区
に
デ
ィ
サ
ー
ビ
ス
セ
ン

タ
ー
「
ウ
ィ
ズ
」
が
こ
の
ほ
ど
完
成
し

６
月
３
日
竣
工
式
が
行
わ
れ
ま
し
た
。

　
社
会
福
祉
法
人
せ
せ
ら
ぎ
会
が
、
北

小
林
学
向
原
に
昨
年
か
ら
建
設
を
進
め

て
い
た
も
の
で
、
敷
地
面
積
９
６
５
．

３
２
�
、
建
築
面
積
４
５
５
．
５
５
�

デ
ィ
サ
ー
ビ
ス
セ
ン
タ
ー
「
ウ
ィ
ズ
」

の
鉄
筋
コ
ン
ク
リ
ー
ト
造
り
平
屋
建
て

の
施
設
で
す
。

　
身
体
障
害
者
の
自
立
や
社
会
参
加
の

促
進
を
図
る
た
め
、
通
所
に
よ
り
入
浴
、

給
食
、
介
護
サ
ー
ビ
ス
や
機
能
回
復
訓

練
等
の
事
業
を
行
い
ま
す
。

　
通
所
可
能
な
在
宅
の
心
身
障
害
児

（
者
）
及
び
そ
の
介
護
者

い
ろ
い
ろ
な
事
業
を
行
っ
て
い
ま
↓
９-

地域交流ホーム

せせらぎ

北
作

碩案　内

:大言

事
　
業
　
内
　
容

Ｅ
機
能
訓
練

＝
社
会
適
応
訓
練

作
更
生
相
談

｛
　
ス
ポ
ー
ツ
・
レ
ク
リ
ェ
ー
シ
ョ
ン

創
性
的
活
動
事
業

い
入
浴
サ
ー
ビ
ス

犬
給
食
サ
ー
ビ
ス

問
合
せ
先

　
民
生
節
福
祉
課
社
会
福
祉
係

　
　
　
　
　
　
　
�
８
１
－
１
８
２
Ｇ
り

壬
生
町
職
員
募
集

　
町
で
は
、
平
成
1
2
年
度
に
採
用
す

る
職
員
を
、
次
の
と
お
り
募
集
し
ま

す
。
職
種
及
び
採
用
人
員

●
一
般
事
務
工
　
若
干
名

　
・
昭
和
4
9
年
４
月
２
日
か
ら
昭
和
5
4

　
年
４
月
１
日
ま
で
に
生
ま
れ
万
方

●
一
般
事
務
Ｈ
　
若
干
名

・
昭
和
5
4
年
４
月
２
日
か
ら
昭
和
5
7

　
年
４
月
１
日
ま
で
に
生
ま
れ
た
方

※
学
歴
は
問
い
ま
せ
ん

●
保
育
生
　
若
干
名

・
保
育
生
の
資
格
を
有
す
る
方
ま
た

　
は
平
成
1
2
年
３
月
末
日
ま
で
に
保

　
育
生
の
資
格
を
取
得
す
る
見
込
み

㈹‘ご畝μtピ一jjあつまれ
一

　
町
で
は
、
第
３
子
以
上
の
児
童

を
養
育
し
て
い
る
方
に
「
す
こ
や
か

工
目
て
支
援
金
」
を
交
付
し
て
い
ま
す
。蓬田千尋ちゃんご兄弟

　　　(旭　町)

篠原淳希ちゃんご兄弟

　　(県営壬生住宅)
　
の
方
で
、
昭
和
4
9
年
４
月
２
日
か

　
ら
昭
和
5
5
年
４
月
１
日
ま
で
に
生

　
ま
れ
た
方

住
居
要
件

　
通
勤
時
間
が
概
ね
5
0
分
以
内
の
方

手
続
き

　
職
員
採
用
試
験
案
内
及
び
申
込
書

　
は
、
７
月
2
1
日
か
ら
役
場
総
務
課

及
び
出
張
所
で
配
付
し
ま
す

受
付
期
間

　
７
月
2
1
日
水
～
８
月
６
口
吻

　
月
曜
～
金
曜
の
８
時
3
0
分
～
1
7
時

試
験
日
　
９
月
1
9
日
㈲

問
合
せ
・
中
込
先
　
町
総
務
部
総
務
課

　
庶
務
人
事
係
�
８
１
－
１
８
０
６

　
※
支
後
金
の
受
給
要
件
、
申
請
方

　
法
等
は
、
町
福
祉
課
児
童
福
祉
係

　
（
�
8
1
－
↓
８
３
古
へ

吉村領真ちゃんご兄弟

　　　(城　内)

相川　優ちゃんご兄弟

　　　(安塚中央)

８



壬生町実行委員会第２回総会

　　事業計画等を承認

みぶ会場平面図

-

　
平
成
1
2
年
９
月
９
口
入
‥
‥
一
月
５
口
ま

で
の
5
8
日
間
、
壬
生
町
と
宇
都
宮
市
を

会
場
に
開
催
さ
れ
る
「
竿
1
7
回
帝
国
都

市
緑
化
と
ち
ぎ
フ
ェ
ア
」
の
壬
生
町
実

行
委
員
会
の
竿
２
回
総
会
か
ら
月
一
１
１
口

壬
生
中
央
公
民
館
で
聞
か
れ
ま
し
た
。

　
総
会
で
は
、
清
水
会
長
の
挨
拶
の
あ

と
、
フ
ェ
ア
の
基
本
と
な
る
実
施
計
画

に
つ
い
て
報
告
が
あ
り
、
平
成
1
0
年
度

事
業
報
告
、
収
支
決
算
に
続
い
て
、
平

成
‥
‥
１
１
年
度
事
業
計
画
と
し
て
、
Ｐ
Ｒ
看

板
の
設
置
や
個
人
及
び
各
種
団
体
等
に

よ
る
出
展
参
加
の
促
進
、
会
場
外
修
景

の
実
施
、
町
特
別
展
示
館
（
お
も
ち
ゃ

博
物
館
）
展
示
計
画
の
策
定
、
収
支
予

算
等
に
つ
い
て
、
承
認
さ
れ
ま
し
た
。

　
み
ぶ
会
場
は
、
「
子
ど
も
と
花
と
ま

ち
づ
く
り
」
を
テ
ー
マ
と
し
て
、
栃
木

県
と
ち
ぎ
わ
ん
ぱ
く
公
園
と
壬
生
町
総

合
公
園
を
あ
わ
せ
た
4
8
・
６
厄
を
利
用

総
会
で
あ
い
さ
つ
↓
９
る
清
水
会
長

L瓦.j－‘L二.;:r＠

し
て
開
催
さ
れ
る
こ
と
に
な
っ
て
お
り
、

「
う
る
お
い
の
あ
る
ま
ち
ゾ
ー
ン
」
、

「
花
香
る
野
ゾ
ー
ン
」
、
「
ふ
れ
あ
い
の

几
ソ
ー
ン
」
を
さ
ら
に
８
つ
の
小
ゾ
ー

ン
に
わ
け
、
ガ
ー
デ
ン
の
紹
介
や
花
市
、

ガ
ー
デ
ニ
ン
グ
用
品
の
販
売
、
花
づ
く

り
や
緑
づ
く
り
の
情
報
提
供
を
行
う
パ

ビ
リ
オ
ン
、
大
花
壇
の
演
出
、
自
治
体

や
緑
化
関
連
企
業
の
出
展
な
ど
様
々
な

催
し
が
予
定
さ
れ
て
い
ま
す
。

　
な
お
、
み
ぶ
会
場
と
う
っ
の
み
や
会

場
を
あ
わ
せ
て
、
入
場
者
数
１
０
０
万

人
を
目
標
と
し
て
い
ま
す
。

第
2
2
回
小
学
生
公
園
絵
画
展
作
品
募
集

　
都
市
緑
化
月
間
（
1
0
月
１
日
～
1
0
月

3
1
日
）
の
行
事
の
一
環
と
し
て
、
身
近

に
あ
る
児
童
公
園
や
近
隣
公
園
等
を
写

生
し
た
り
、
作
っ
て
ほ
し
い
公
園
等
の

絵
を
次
の
と
お
り
募
集
し
ま
す
。

応
募
資
格

　
県
内
の
小
学
校
に
在
学
す
る
児
童

応
募
規
定

則
絵
画
の
題
材

　
①
公
園
絵
画
の
部

　
　
公
園
に
行
っ
て
遊
ん
だ
り
、
見
た

　
り
、
感
じ
た
り
し
た
こ
と
や
、
作
っ

　
て
ほ
し
い
公
園
、
未
来
の
公
園
な
ど

　
を
想
像
し
て
描
い
た
絵
な
ど
、
そ
の

　
他
公
園
に
関
す
る
も
の
を
描
い
た
絵

　
で
題
材
は
自
由

　
②
都
市
緑
化
と
ち
ぎ
フ
ェ
ア
出
展
花

　
壇
絵
画
の
部

　
　
み
て
み
た
い
、
つ
く
っ
て
み
た
い
、

　
夢
の
あ
る
楽
し
い
花
壇
を
描
い
た
絵

②
絵
画
の
大
き
さ
　
　
　
Ｂ
判
四
ツ
切

　
　
（
3
6
・
４
ｍ
ｘ
5
1
・
３
ｍ
）
の
画
用
紙

㈹
彩
食
方
法
　
ク
レ
ヨ
ン
、
パ
ス
テ
ル
、

　
木
彩
絵
の
具
な
ど
。

㈲
作
品
は
、
未
発
表
の
も
の

送
り
先

　
一
郵
送
の
場
合
】

　
〒
３
２
０
－
８
５
０
１

　
宇
都
宮
市
飛
田
１
１
１
－
2
0

　
栃
木
県
土
本
部
都
市
施
設
課
施
設
管

　
理
係

　
一
持
参
の
場
合
】
橋
田
会
館
２
Ｆ

　
又
は
町
都
市
計
画
課

応
募
期
間
　
９
月
1
0
日
（
金
）
ま
で

問
合
せ
先

　
①
公
園
絵
画
　
栃
木
県
土
木
部
都
市

　
　
施
設
課
施
設
管
理
係

　
�
０
２
８
Ｆ
Ｉ
‐
６
２
３
１
２
４
７
Ｑ
り

　
②
都
市
緑
化
と
ち
ぎ
フ
ェ
ア
出
展
花

　
　
壇
絵
画
　
竿
1
7
回
全
国
都
市
緑
化

　
　
と
ち
ぎ
フ
ェ
ア
実
行
委
員
会
事
務

　
　
局
事
業
部
催
事
課

　
�
０
２
８
－
６
２
３
－
３
６
８
４

９



た
だ
い
ま
活
動
中
②

SLに乗って、いちご狩りじこ、

お母さんといっしよに楽しいネ

ひまわり会

　
壬
生
町
ひ
ま
わ
り
会
（
久
我
和
代
会

長
）
は
、
母
子
寡
婦
福
祉
団
体
と
し
て
、

福
祉
向
上
の
た
め
さ
ま
ざ
ま
な
活
動
を

行
っ
て
い
ま
す
。

　
母
子
・
父
子
家
庭
の
子
供
達
を
、
デ
ィ

ズ
ニ
土
フ
ン
ド
、
東
武
動
物
公
園
、
り

ん
ど
う
湖
な
ど
ヘ
ー
日
招
待
し
、
親
子

で
楽
し
ん
で
も
ら
お
う
と
、
毎
年
実
施

し
て
い
ま
す
。
特
に
父
子
家
庭
の
喜
び

は
格
別
で
、
車
中
か
ら
外
を
見
て
喜
び

合
う
姿
に
感
動
い
た
し
ま
す
。
役
員
が

サ
ポ
ー
ト
役
と
し
て
同
行
し
て
い
ま
す

が
、
今
年
は
益
子
方
面
で
Ｓ
Ｌ
に
乗
り
、

い
ち
ご
狩
り
や
陶
芸
を
楽
し
み
ま
し
た
。

最
近
は
、
母
子
父
子
家
庭
が
県
内
で
も

非
常
に
多
く
な
り
、
将
来
に
大
き
な
不

安
を
覚
え
て
い
ま
す
。
こ
の
よ
う
な
時

ﾐ≡虹

目

春
ス
ケ
ッ
チ
斜

に
あ
た
り
、
会
員
を
増
や
し
相
互
に
協

力
し
て
い
け
た
ら
と
思
っ
て
い
ま
す
。

自分の店をもちたい

渡適　豊さん

将来、

　下横町

　町内のお蕎麦屋さんの跡取りで、調理師を

している渡追さんは、ゴルフ、テニス、スキー

とスポーツが大好きです。テニス教室は、知

人の紹介で通い始めました。テニス、ゴルフ

共に９年のキャリアがあります。また、最近

はスノーボードにもチャレンジしています。

　将来は、もっと経験を積んで、「和食中心

の、自分の店をもちたい」と話してくれまし

た。

　
売
店
、
フ
リ
ー
マ
ー
ケ
ッ
ト
等
、
き

び
し
い
経
済
状
勢
の
中
、
会
の
活
動
資

金
を
得
る
た
め
の
自
主
活
動
も
行
っ
て

い
ま
す
。

し

も

け
荘
を
訪
問
し
、
入
所
者
の

洗
濯
物
た
た
み
、
洗
百
合
の
掃
除
、
車

椅
子
の
手
伝
い
、
ベ
ッ
ド
メ
ー
キ
ン
グ

な
ど
さ
せ
て
い
た
だ
い
て
い
ま
す
。
会

員
一
同
、
お
手
伝
い
で
き
る
幸
せ
を
喜

ん
で
い
ま
す
。

　
そ
の
他
に
も
東
雲
荘
周
辺
の
掃
除
な

ど
、
利
用
者
の
心
が
な
ご
ん
で
い
た
だ

け
る
よ
う
続
け
て
い
ま
す
。

　
地
道
な
活
動
で
は
あ
り
ま
す
が
、
母

-

子
父
子
、
寡
婦
家
庭
の
方
々
の
自
立
発

展
や
福
祉
の
向
上
を
目
的
と
し
て
今
後

も
活
動
し
て
い
き
た
い
と
思
い
ま
す
。

１０
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日
々
の
暮
ら
し
を
短
歌
に

　
　
　
　
西
部
　
山
名
ユ
キ
さ
ん

上
坦
き
よ
き
日
々
を
語
り
て
懐
か
し
む

　
実
年
二
人
菜
を
東
ね
っ
つ
…
…

　
ふ
る
さ
と
ル
ネ
ッ
サ
ン
ス
事
業
で
む

ら
づ
く
り
名
人
に
認
定
さ
れ
た
西
部
の

山
名
ユ
キ
さ
ん
は
、
こ
の
度
自
作
の
短

歌
を
本
に
し
て
出
版
し
、
町
に
寄
贈
し

ま
し
た
。

　
山
名
さ
ん
は
2
0
年
程
前
、
子
供
が
独

立
し
夫
と
二
人
き
り
に
な
っ
た
の
を
機

に
、
「
ダ
メ
で
も
と
も
と
」
と
い
う
気

持
ち
で
、
朝
日
新
聞
社
に
短
歌
を
投
稿

し
ま
し
た
。
今
で
も
毎
週
３
首
投
稿
し
、

た
び
た
び
人
選
し
て
い
ま
す
。

　
農
作
業
の
合
間
に
日
々
の
暮
ら
し
を

題
材
に
し
た
短
歌
を
詠
み
、
投
稿
し
た

短
歌
が
新
聞
に
載
る
よ
う
に
な
る
と
、

少
し
ず
つ
上
達
す
る
の
が
分
か
り
生
き

亘
咎
び
を
感
じ
る
と
い
い
ま
す
。

　
今
回
出
版
し
た
歌
集
『
ほ
う
れ
ん
草

日
記
』
は
家
族
の
協
力
の
も
と
、
人
選

し
た
歌
を
中
心
に
編
集
し
、
3
0
0
冊
作
成

し
ま
し
た
。

　
こ
れ
か
ら
も
常
に
初
心
を
忘
れ
ず
に
、

生
涯
の
趣
味
と
し
て
歌
を
泳
み
続
け
た

い
と
語
っ
て
く
だ
さ
い
ま
し
た
。

山名ユキさん写真左

一

哲

こ
そ
　
赤
羽
肱
輝
近

－
１
’
１
尽
．
‘
；
ｌ
ｌ
ｌ
Ｉ
　
　
　
　
Ｉ
Ｊ
刄
温
順
狸
躍

t!‘

’こ「
　ふX

．
振
回
一
回
・
ｆ
　
　
　
ｌ
；
監
肱
韻
肩
脱

－

文化協会文芸部選ｉ

　　短　歌

　「お婆ちゃんのヘソクリでも」と

行商の男は執拗に商品を見す

　　　　　　　　　　　　　　　　荒川　綾子

モーターの音響かせ草を刈りおれば

手話にて友がお茶に誘へり

　　　　　　　　　　　　　　　　和久井　香

羽生田小６年

赤羽根球道秋山　セン

ｉ克美とは女の名前と思いしか

・　イヤリングなどのメールが届く

幼な子の帰りしあとの花菖蒲

むしられて花びら一枚のこる

野中　ツ子

忿
宇井　秋汀

石原　早苗

　　俳　句

牡丹散る十二単を脱ぎしごと

一本釣り鰹は波を蹴りてくる

視力落ち目に鮮やかに赤き薔薇

トシ奥村

羽生田小４年

　荒川恵理奈

－
－
－
－

１対岸の小舟ゆれおり初鰹

八木八重子
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　唾犬

壬
生
町
小
学
校
陸
上
競
技
大
会

　
町
学
校
体
育
連
盟
実
権
孝
会
長
）

主
催
の
平
成
‥
１
１
年
度
壬
生
町
小
学
校
陸

上
大
会
が
６
月
1
6
日
、
町
総
合
公
園
陸

上
競
技
場
で
行
わ
れ
ま
し
た
。

　
大
会
に
は
、
町
内
８
校
の
小
学
校
か

ら
選
抜
さ
れ
た
５
・
６
年
生
（
男
女
）

が
出
場
、
ト
ラ
ッ
ク
競
技
４
種
目
・
フ
ィ
ー

ル
ド
競
技
２
種
目
に
挑
み
、
各
種
目
で

好
成
績
が
続
出
し
て
い
ま
し
た
。

　
こ
の
大
会
の
上
位
入
賞
者
（
６
年
生

は
７
月
2
2
目
に
都
賀
町
立
赤
津
小
学
校

５
年
男
子
１
０
０
０
ｍ
走

湾16回壬生町ﾊﾞﾄﾞﾐﾝﾄﾝ大会

43チームが熱戦を展開

で
開
催
さ
れ
る
郡
大
会
に
出
場
し
ま
す
。

大
会
記
録

　
５
年
生
男
子

・
１
０
０
ｍ
走
　
↓
位

　
鈴
木
啓
之
（
安
小
）
1
5
秒
6
7

・
２
０
０
ｍ
走
　
１
位

　
武
藤
京
大
（
束
小
）
3
1
秒
5
0

・
１
０
０
０
ｍ
走
　
上
位

　
大
竹
　
純
（
安
小
）
３
分
3
3
秒
0
5

・
走
り
幅
跳
び
　
上
位

　
三
上
亮
介
♀
小
）
3
9
1
四

・
走
り
高
跳
び
　
１
位

優
勝
さ
れ
た
皆
さ
ん

　
お
の
ぐ
ち
た
か
ゆ
き

　
小
野
口
昌
幸
（
稲
小
）
1
2
0
四

寸
５
年
生
女
子

・
１
０
０
ｍ
走
　
１
位

　
お
お
は
し
ち
な
つ

　
大
橋
子
京
都
（
稲
小
）
1
5
秒
9
3

・
２
０
０
ｍ
走
　
１
位

　
茂
木
洋
子
（
壬
小
）
3
2
秒
8
7

・
８
０
０
ｍ
走
　
１
位

　
粂
川
晴
香
（
北
小
）
２
分
5
5
秒
9
9

・
走
り
幅
跳
び
　
１
位

　
臼
井
美
陽
（
北
小
）
3
6
0
ｍ

・
走
り
高
跳
び
　
上
位

　
茂
木
洋
子
（
壬
小
）
1
1
5
ｍ

づ
６
年
生
男
子

・
１
０
０
ｍ
走
　
１
位

　
島
田
淳
史
（
安
小
）
1
3
秒
8
9

・
２
０
０
ｍ
走
　
１
位

　
小
林
　
孝
（
稲
小
）
3
1
秒
6
1

　
町
教
育
委
員
会
と
町
体
育
協
会
主
催

の
第
1
6
回
壬
生
町
バ
ド
ミ
ン
ト
ン
犬
合

が
５
月
2
3
日
、
町
総
合
運
動
場
体
育
館

で
開
催
さ
れ
、
男
女
４
種
目
に
4
3
千
Ｉ

ム
が
参
加
し
て
行
わ
れ
ま
し
た
。

　
大
会
結
果
は
、
次
の
と
お
り
で
す
。

二
回
㈲
」

士
男
子
ダ
ブ
ル
ス
Ａ

　
優
　
勝
　
上
野
・
平
石
組

　
準
優
勝
　
織
田
・
田
中
組

　
３
　
位
　
雨
甲
斐
・
入
江
組

　
　
　
　
　
石
川
・
石
川
（
定
）
組

≒
男
子
ダ
ブ
ル
ス
Ｂ

-

・
１
０
０
０
ｍ
走
　
１
位

　
菅
野
勇
貴
（
東
小
）
３
分
1
7
秒
3
6

・
走
り
幅
跳
び
　
↓
位

　
島
田
淳
史
晏
小
）
4
5
7
ｍ

走
り
高
跳
び
　
１
位

お
お
つ
か
よ
う
へ
い

大
塚
陽
平
字
小
）
1
3
0
0
1
1
1

６
年
生
女
子

１
０
０
ｍ
走
　
１
位

お
お
は
し
あ
ゆ
み

大
橋
亜
由
美

２
０
０
ｍ
走

呈
小
）
1
5
秒
5
5

１
位

　
戸
崎
愛
美
（
壬
小
）
3
2
秒
回

・
８
０
０
ｍ
走
　
上
位

　
清
水
理
恵
（
壬
小
）
２
分
5
7
秒
1
0

走
り
帽
跳
び
　
１
泣

か
み
な
が
は
る
か

神
永
晴
香
（
羽
小
）
3
9
8
0
1

篠ﾑ;走

原叉り

香ｶヽ高

級が跳

＿、び

　
上
位

藤
小
）
1
1
5
ｍ

優
　
勝
　
佐
藤
（
力
）
　
・
山
田
組

準
優
勝
　
沢
畑
・
角
田
組

３
　
位
　
田
村
・
石
川
組

　
　
　
　
野
口
・
土
屋
組

女
子
ダ
ブ
ル
ス
Ａ

優
　
勝
　
加
藤
・
庄
田
組

準
優
勝
　
小
林
・
荻
原
組

３
　
位
　
丸
山
・
辻
組

　
　
　
　
青
柳
・
平
野
組

女
子
ダ
ブ
ル
ス
Ｂ

優
　
勝
　
山
田
・
金
教
組

準
優
勝
　
深
井
・
橋
本
組

３
　
位
　
池
渾
・
藤
田
組

　
　
　
　
篠
原
・
諸
岡
組
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指　揮：　イルジー・ビエロフラーヴェク

ピアノ：　中村紘子

ヴァイオリン：　堀　正文

10月29日（金）開演：午後６時30分

問
合
せ

後主き
　　ま
援催せ
ん
）
　
顛
壬
生
町
施
設
振
興
公
社

　
壬
生
町
教
育
委
員
会

　
壬
生
中
央
公
民
館

　
�
８
２
－
Ｏ
１
０
只
）

１３

4－

　
　
　
　
　
（
城
址
公
園
ホ
ー
ル
）

入
場
料
　
５
。
０
０
０
円
（
全
指
定
席
）

※
入
場
券
は
、
７
月
1
4
日
團
か
ら
壬
生

中
央
公
民
館
、
稲
葉
・
南
犬
飼
出
張
所
、

町
施
設
振
興
公
社
事
務
所
で
取
り
扱
っ

て
い
ま
す
。
（
未
就
学
兄
の
入
場
は
で

々咎

会ス

　　ト

場の

　　堀

壬正

生文

中　゜

央

公

民

館
犬

ホ
１

ル

　
こ
の
楽
団
は
、
チ
ェ
コ
室
内
楽
団
の

ト
ッ
プ
の
弦
楽
奏
首
途
と
、
若
い
世
代

の
最
も
優
れ
た
管
楽
器
奏
者
約
4
0
名
の

メ
ン
バ
ー
に
よ
り
9
4
年
に
設
立
さ
れ
た
。

指
揮
イ
ル
ジ
ー
・
ビ
エ
ロ
フ
ラ
ー
ヴ
ェ

ク
、
ソ
リ
ス
ト
に
、
絢
爛
た
る
技
巧
と

溢
れ
る
感
情
で
日
本
の
ピ
ア
ニ
ス
ト
の

代
名
詞
、
中
村
紘
子
。
Ｎ
響
コ
ン
サ
ー

ト
マ
ス
タ
ー
を
務
め
た
ヴ
ァ
イ
オ
リ
ニ

第16回壬生町ﾃﾆｽ大会

　高山・粕尾組、

　本田・橋本組が優勝
　第16回壬生町テニス大会が５月23日、町

総合運動場テニスコートで男子ダブルスに

28チーム、女子ダブルスに19チームが参加

して行われました。

　大会結果は、次のとおりです。

[[蜃]

　　男子ダブルス

　　　優　勝　高山・粕尾組

　　　準優勝　青木・柏崎組

　　　３　位　広瀬・野口組

　　　　　　　渋谷・武子組

　　女子ダブルス

　　　優　勝　本田・橋本組

　　　準優勝　螺良・早乙女組

　　　３　位　谷垣内・渡辺組

　　　　　　　秋山・小林組

女子ダブルス優勝の本田・橋本組

好天の中自慢の腕を競う

第1回町民ｸﾞﾗｳﾝﾄﾞｺﾞﾙﾌ大会

　第↓回町民グラウンドゴルフ犬合が５月

30[∩旧町総合運動場で約100名が参加

して行われました。

　ホ犬レインワンが出るたびに犬歓声があ

がり、好天のなかみんな楽しくいい汗を流

しました。

千万

　　優勝犬島モト

　　準優勝　犬塚　　勉

　　第３位　大矢　寿子



警

-－

沓ちのわだい議席
　
宇
都
宮
地
方
法
務
局
栃
木
支
局
と
栃
木
人
権
擁
護
委
員
協

議
会
（
田
村
哲
夫
会
長
）
で
は
６
月
９
日
、
壬
生
来
小
学
校

へ
　
「
人
権
の
花
」
を
贈
り
ま
し
た
。

　
こ
れ
は
、
植
物
を
大
切
に
す
る
心
を
育
て
る
こ
と
に
よ
り
、

児
童
に
人
権
に
対
す
る
理
解
を
深
め
て
も
ら
お
う
と
行
っ
た

も
の
で
、
県
内
か
ら
新
規
、
継
続
合
わ
せ
て
1
5
校
を
選
定
、

本
町
で
は
昨
年
に
引
き
統
き
、
壬
生
来
小
に
贈
ら
れ
ま
し
た
。

　
贈
呈
式
で
は
、
田
村
会
長
か
ら
「
花
を
大
事
に
育
て
て
い

た
だ
き
立
派
な
大
人
に
な
っ
て
く
だ
さ
い
」
と
挨
拶
が
あ
り
、

サ
ル
ビ
ア
や
百
日
草
、
マ
リ
ー
ゴ
ー
ル
ド
等
の
花
や
種
の
ほ

か
、
プ
ラ
ン
タ
、
肥
料
等
が
緑
の
少
年
団
や
環
境
委
員
会
の

児
童
代
表
に
手
渡
さ
れ
ま
し
た
。

　
ま
た
、
緑
の
少
年
団
長
の
桜
井
亮
君
か
ら
「
僕
た
ち
も
こ

の
花
を
大
事
に
育
て
て
い
き
ま
す
」
と
お
礼
の
言
葉
が
あ
り

ま
し
た
。

通
し
て
、
心
豊
か
な
子
ど
も
を
育
て
る

こ
と
を
目
的
と
し
た
「
緑
の
少
年
団
」

が
、
こ
の
度
、
壬
生
東
、
睦
、
壬
生
北

小
学
校
の
３
校
に
設
置
さ
れ
ま
し
た
。

とも

工

ご壬生東､睦､壬生北小に

緑　匹　☆
手練の少年団を設置

活
動
を

栃木県植樹祭会場で行われた結団式

　
緑
の
少
年
団
は
、
昭
和
2
9
～
3
0
年
に

参
府
進
、
岐
阜
県
で
組
織
化
が
始
ま
り
、

昭
和
3
5
年
の
国
土
緑
化
推
進
委
員
会
が

「
グ
リ
ー
ン
ス
カ
ウ
ト
」
の
名
称
で
提

唱
し
た
こ
と
が
き
っ
か
け
と
な
っ
て
、

各
県
で
結
成
さ
れ
る
よ
う
に
な
り
ま
し

た
。
現
在
、
全
国
で
約
３
６
０
０
を
越

え
る
団
体
が
組
織
化
さ
れ
て
お
り
、
県

内
で
も
１
３
５
団
体
が
活
動
し
て
い
ま

す
。
　
活
動
内
容
は
、
学
校
や
地
域
の
環
境

緑
化
へ
の
参
加
や
公
園
や
道
路
、
河
川

等
の
公
共
施
設
の
美
化
運
動
へ
の
協
力
、

自
然
界
の
仕
組
み
に
つ
い
て
学
習
し
、

自
然
環
境
の
保
全
運
動
へ
協
力
し
た
り

す
る
こ
と
が
主
な
も
の
で
す
。
　
な
お
、

今
後
、
中
学
校
を
含
め
、
町
内
全
校
で

組
織
化
を
進
め
て
い
く
予
定
と
な
っ
て

い
ま
す
。

花を育てて立派な大人に

千生東小へ｢人権の花｣贈る

苗木配付は大盛況でした

一
周
年
記
念
感
謝
セ
ー
ル
開
催

児
童
代
表
に
花
や
ブ
ラ
ン
ク
が
手
渡
さ
れ
る

　壬生丁のわんぱく睦っ子の森で、６月６日農産物直売所の

一周年記念感謝セールが行われました。

　この出土晴天に恵まれ、開始時間の９時頃には、多数のお

客様が並びました。

　緑化推進運動として、トキワマンサクの苗木無料配付が行

われ、清水町長自らが配付するほか、藤井むらづくり直売所、

西谷ふれあい市、農産加工ゆうがお会が出品する、あゆや新

鮮野菜、赤飯、漬物、切り花などが市価の２～３割安で売ら

れました。また、かんぴょう卵とじ無料配付では、お客様が

やわらかく煮えたかんぴょうに舌つづみを打ち、作り方を会

員に教えてもらっていました。

　午後生時頃までには、延べ500人が訪れ、とても盛大に終了

することができました。

　睦っ子の森では毎週土曜[]午前９時から藤井むらづくり直

売所と西谷ふれあい市が交互に直売所を開いています。

　この他にも藤井むらづくり直売所では、藤井農協倉庫前、

六美会館、緑町二丁目に西谷ふれあい市では、西谷地区県

道洽いに毎週土曜E]午前中に直売所を開いています。ぜひお

立ち寄りください。

１４



･ヮドぷ'゛¨･=-ﾉ‘"゛.illi=i･=1･=j･lii　iiE･ g　眉回国脳一

四千　横断歩道の渡り方を学ぶ園児たち

横
断
歩
道
の
渡
り
方
学
ぶ

一

　５月25日、やすづか保育園に県の交通安全教育車

「マロニエ号」が訪れ、交通安全教室を行いました。

園児たちに交通ルールを学んでもらおうというもので、

町内の５つの保育園の年長・年中の園兜たち70人が集

まりました。

　指導員のお姉さんと腹話術人形の「コウちゃん」の

お話を聞いたり、映画を見たりしたあと、園庭に作っ

た交差点に、模擬の信号を取り付けて、横断歩道の渡

り方などを学びました。園児たちは、青信号になると

左右を何度も確認し、手を挙げて、先生といっしょに

横断しました。

　町では、このところ交通事故が多発していますので、

事故にあわないよう十分に気をつけましょう。

至
宝
南
の
石
村
製
作
所
で
は
、
お
も
　
　
を
贈
り
ま
し
た
。

ち
ゃ
博
物
館
に
入
館
す
る
子
供
た
ち
に

使
っ
て
も
ら
お
う
と
、
ぬ
り
絵
が
で
き

る
『
う
さ
ぎ
さ
ん
帽
子
』
３
０
０
０
枚

博
物
館
に
３
０
０
０
枚
が
贈
ら
れ
た

うさぎさん帽子を贈る

　
こ
れ
は
、
以
前
博
物
館
の
手
作
り
お

も
ち
ゃ
教
室
で
、
子
供
た
ち
が
一
生
懸

命
自
分
の
お
も
ち
ゃ
を
作
っ
て
い
る
の

を
見
て
感
勤
し
、
な
に
か
子
惧
た
ち
に

喜
ん
で
も
ら
え
る
も
の
は
な
い
か
と
考

え
て
い
て
思
い
つ
い
た
も
の
で
す
。

　
そ
こ
で
、
会
社
の
設
立
1
5
周
年
と
、

お
も
ち
ゃ
博
物
館
入
館
者
が
５
月
2
3
目

に
6
0
万
人
に
達
し
た
こ
と
を
記
念
し
て
、

子
供
が
ぬ
り
絵
に
で
き
る
よ
う
な
『
う

さ
ぎ
さ
ん
帽
子
』
が
作
ら
れ
ま
し
た
。

　
こ
の
う
さ
ぎ
さ
ん
帽
子
は
、
頭
の
後

ろ
を
ゴ
ム
で
調
節
で
き
る
よ
う
に
な
っ

て
い
て
６
月
下
旬
こ
ろ
か
ら
入
館
す
る

子
供
た
ち
に
配
ら
れ
て
い
ま
す
。

一

緑
化
フ
ェ
ア
に
向
け
て
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花
い
っ
ぱ
い
に
Ｉ

町
生
活
改
善
ク
ラ
ブ
（
会
員
1
0
8
名
）
で
は

六美会が福祉施設と交流

交
流
会
の
様
子

来
年
開
催
さ
れ
る
緑
化
フ
ェ
ア
に
向
け
、
花

い
っ
ぱ
い
運
動
の
一
環
と
し
て
、
５
月
2
1
日

か
ら
2
9
日
に
か
け
て
、
ガ
ザ
ニ
ア
の
花
１
万

本
を
、
町
内
の
国
道
、
県
道
洽
い
の
花
壇
９

か
所
に
植
え
ま
し
た
。
ガ
ザ
ニ
ア
の
花
は
、

同
ク
ラ
ブ
会
員
が
育
て
た
も
の
で
、
赤
や
黄

色
、
オ
レ
ン
ジ
色
の
花
が
咲
き
ご
１
１
月
頃
ま

で
楽
し
め
ま
す
。

　
ま
た
、
こ
れ
以
外
に
も
、
睦
っ
子
の
森
の

花
壇
に
は
、
地
元
老
人
ク
ラ
ブ
や
、
肋
谷
・

藤
井
両
む
ら
づ
く
り
推
進
協
議
会
、
農
産
加

工
ゆ
う
が
お
会
な
ど
が
、
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
で

ガ
ザ
ニ
ア
と
ブ
ル
ー
サ
ル
ビ
ア
を
２
。
５
０

０
本
植
え
た
ほ
か
、
福
和
田
地
区
の
道
路
脇

の
花
壇
に
も
、
マ
リ
ー
ゴ
ー
ル
ド
、
王
竜

１
４
’
０
０
０
本
を
地
元
育
成
会
・
老
人
ク

ラ
ブ
・
五
段
囃
子
保
存
会
な
ど
６
団
体
約
8
0

名
が
参
加
し
て
植
え
ま
し
た
。

　六美会（井上洋一会長）では、６月12日地域

交流ホームせせらぎの利用者と交流会を開きま

した。

　六美会は、ボランティア活動も行っており、

この［Iは、子どもたちにわたあめやかき氷をサー

ビスしたり、一緒に水ヨーヨー釣りや輪投げを

したりして、楽しいひとときを過ごしまた。
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寄
　
付

◆
社
会
福
祉
協
議
会
へ

　
　
　
　
　
　
言
数
字
は
寄
付
回
数
）

わ
い
わ
い
マ
ー
ケ
ッ
ト
仲
間
様
①

　
　
　
　
　
　
　
　
　
３
平
１
２
８
円

ダ
ン
ス
木
曜
今
様
⑩
　
　
　
　
　
５
千
円

地
方
史
研
究
同
志
白
樺
①
５
万
６
平
8
0
円

匿
名
　
　
　
　
　
　
　
　
　
５
３
３
円

栃
本
県
民
謡
全
国
犬
会
実
行
委
員
会

様
①
　
　
　
　
　
４
万
３
千
１
４
０
円

壬
生
町
婦
人
会
様
③
　
　
　
５
千
円

壬
生
町
商
店
連
合
会
律
⑤
１
万
４
千
７
０
円

㈱
県
南
環
境
様
⑤
　
　
　
　
２
万
円

◆
物
品
寄
付
（
社
会
福
祉
協
議
会
へ
）

ゆ
う
が
お
会
様
　
　
　
　
車
イ
ス
（
４
合
）-

－つそ

事

く

通
な
交

一警察署からのお知らせー

交通事故の事例

ノ　　　　　

※雨で路面が濡れ、滑りやすい

ｰ………　　　　

二　

状態であったのに、スピード
声S　QI）…………1…………==1 ：

.･’　を出しすぎたため、スリップ

゛一白iこ､４．　ご゛遥遥.゜･　し街路灯柱に橿i突し死亡

８
月
の
納
税
等

一
固
定
資
産
税
・
都
市
計
画
税

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
２
期
）

●
国
民
健
康
保
険
税
〒
期
及
び
全
納
）

　
　
　
　
　
（
納
期
限
　
８
月
２
仁

一
国
民
年
金
（
８
月
号

-

一事故の状況－

　　　　注意しましよう

回路面状況に応じた運転をする。

回国の日はスピードを控える。

回速度違反はしない。

６月 累計 前年比

事故件数 13 144 ＋42

死　者 １ ２ 十１

負傷者 13 162 十46

一
町
県
民
税
（
２
期
）

●
国
民
健
康
保
険
税
（
２
期
）

　
　
　
　
　
（
納
期
限
　
８
月
3
1
日
）

　
納
期
限
間
際
は
、
納
付
窓
口
が
大

変
込
み
あ
い
ま
す
。
早
め
に
納
付
し

16
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